
ロシア軍のウクライナ侵攻糾弾❕❕ 

あらゆる軍事行動に反対❕❕ 
 

ウクライナをめぐる緊迫した状況は、停戦合意に至らず泥沼化している。 

一体、誰の為の軍事侵攻なのか疑う余地も無い。 

過去の過ちを教訓化し労働者と人民が、構築した安全で平和な国際秩序は破壊されよ

うとしている。 

国際社会は、核兵器を持つロシアの軍事侵攻を抑止することに失敗した。 

ウクライナへ NATO による武器供与、ゲリラ戦が今なお続いており、何の責任も無い人民と

子供が犠牲となっている。 

 

ロシアの圧倒的軍事力の前に、ウクライナはどこかで抵抗できなくなり壊滅を迎えるので

あろうか？ 

 

降伏かゲリラ戦か？国際社会はウクライナに武器供与を行い長期化させたいのか？ 

その本質は、覇権争い（中ロ VS 欧米）を背景とした軍事侵攻であると言えるのではない

か？そして犠牲になるのは、いつも人民や子供たちなどの社会的弱者である。 

今、重要なことは、一刻も早く対話をとうして停戦・軍事侵攻に終止符を打つことだ。 

国際的武器供与でもなく、外人部隊でもなく対話することを後押しすることだ。 

 

私達は、戦争にもテロにも反対である。そして、核兵器の廃絶をめざし、平和・人権・民

主主義を守り抜くため、さらに闘っていく決意である。 

 

・国が無い事を想像してみて下さい 

・難しい事ではありません 

・殺したり死んだりするものは何も無い 

・宗教も無い 

・全ての人を想像してみて下さい 

・平和なリヴィンの生活 
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